
日
　
時
　
令
和
5
年
10
月
25
日
㈬

10
時
〜
16
時

集
　
合
　
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施

設
う
る
お
い
館
多
目
的

ホ
ー
ル

参
加
者
　
環
境
専
門
部
会
部
員
、会

報
委
員
、県
連
役
員
15
名

日
　
程

①
開
会
挨
拶
　五
十
嵐
　務
会
長

②
講
話「
入
善
町
の
ご
み
処
理

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

入
善
町
生
活
環
境
課
職
員
　
講
師
　
寺
島
　
貴
大
主
任

③
中
央
再
生
広
場
の
見
学（
入
善
町
に
は
、6
箇
所
の
再
生
広
場
が
あ
る
）

④
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

　
入
善
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン
ド
合
同
会
社
に
て

　
　
講
師
　
株
式
会
社
ウェン
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン

取
締
役
統
括
部
長
　
進
藤
　
孝
志
　
様

⑤
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
ご
み
処
理
施
設
「
エ
コ
ポ
〜
ト
」  

（
朝
日
町
三
枚
橋
）

⑥
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
粗
大
ご
み
処
理
施
設（
黒
部
市
宮
沢
）

　
　「
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
」と「
新
最
終
処
分
場
」

　
10
月
9
日（
祝
・
月
）、南
砺
市
環
境
保
健
協

議
会
が
主
催
で
「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」

が
小
矢
部
川
公
園
で
行
わ
れ
、18
チ
ー
ム
81
人

が
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　「
ス
ポ
G
O
M
I
」は
、3
〜
5
人
が
1
チ
ー

ム
と
な
り
、決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
1
時
間

に
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や
量
で
ポ
イ
ン
ト
を

競
い
ま
す
（
燃
え
る
ご
み
は
1
0
0
g
で
10

ポ
イ
ン
ト
な
ど
）。日
本
発
祥
の
エ
コ
な
ス

ポ
ー
ツ
で
、
清
掃
活
動
に「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
」を
融
合
さ
せ
、「
楽
し
み
な
が
ら
社
会
貢
献

第68回富山県環境保健衛生大会

「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」開
催

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
!

編

集

後

記

編

集

後

記

第68回富山県環境保健衛生大会

環
境
専
門
部
会
報
告

入
善
沖
洋
上
風
力
発
電
施
設
と

　
入
善
町
の
ご
み
処
理
視
察
研
修
会

「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」開
催

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
!
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活
動
」が
で
き
る
と
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
雨
上
が
り
の
涼
し
い
天
候
の
中
、
各

チ
ー
ム
優
勝
を
目
指
し
て
小
矢
部
川
公
園

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。18

チ
ー
ム
が
1
時
間
で
拾
っ
た
ご
み
の
総
量

は
約
74
㎏
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
高
か
っ
た
上

位
3
チ
ー
ム
に
は
賞
状
と
S
D
G
s
グ
ッ

ズ
な
ど
の
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
ご
み
拾
い
は

ス
ポ
ー
ツ
だ
!
」
の
か
け
声
と
と
も
に
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
末
、
２
０
２
３
年
の
世
界
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
と

比
べ
て
1.4
度
上
昇
し
、
観
測
史
上
最
も
暑
い
年
に
な
っ
た
と
発

表
。２
０
１
５
年
の「
パ
リ
協
定
」で
採
択
さ
れ
た「
1.5
度
以
内
」に

抑
え
る
と
い
う
世
界
目
標
が
早
く
も
崩
れ
か
け
て
き
て
い
る
。

　
世
界
各
国
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
努
力
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、異
常
気
象
が
頻
発
し
、削
減
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

だ
。２
０
１
４
〜
２
３
の
10
年
間
に
平
均
気
温
は
1.2
度
上
昇
。地

球
が
わ
ず
か
1.2
度
上
昇
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
異
常
気
象
が

頻
発
す
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、Ｅ
Ｕ
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
逆
行
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。イ
ギ
リ
ス
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車

販
売
禁
止
時
期
を
５
年
延
期
。フ
ラ
ン
ス
で
は
石
炭
火
力
発
電

の
再
開
。ド
イ
ツ
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
緩
和
…
。　

　
こ
れ
で
は
各
国
が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
の
排
出
量
削
減
目

標
に
は
到
底
及
ば
な
い
。途
上
国
の
模
範
と
な
る
べ
く
Ｅ
Ｕ
諸

国
が
地
球
環
境
保
全
よ
り
目
先
の
経
済
を
優
先
し
よ
う
と
し
て

い
る
。今
後
、
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水
や
山
火
事
が
多
発
し
、
南

太
平
洋
の
島
々
で
は
海
面
上
昇
に
よ
る
水
没
の
危
機
が
さ
ら
に

高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
は
古
来
、自
然
を
神
と
し
て
崇
め
、敬
い
自
然
と
共
に

暮
ら
し
て
き
た
。そ
し
て
幾
多
の
自
然
災
害
も
克
服
し
て
き
た
。

今
こ
そ
Ｅ
Ｕ
に
替
わ
り
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
温
暖
化

防
止
に
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。　（
広
嶋
記
）

事務組合にて説明

新最終処分場にて、屋根付の最新鋭の最
終処分場で外部への埋立物の飛散や臭気
による環境への悪影響が無く、雨や雪の
天候にも影響されることも無いとの説明

エコポ～トでは、焼却で発生する熱エネ
ルギーは、隣接の朝日町環境ふれあい施
設らくち～の風呂や温水プール、冷暖房
に利用している

事務組合にて説明

中央制御室にて、クレーンを操作しゴミを
混ぜている

入善洋上風力発電所は、入善町沖（横
山海岸）678メートル～938メートル
に設置され出力3千キロワット級の風
車3基で、一般家庭約3600世帯分が
9月中旬より稼働中

海岸にて洋上風力発電の説明

中央再生広場を見学 1

中央再生広場を見学 2 町の環境の取組みについて説明を受ける

入善マリンウィンド合同会社の事務
所にて説明

　このたびの能登半島地震で犠牲となられた方々のご冥福を心よりお祈り申し
上げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。被災
地域のみなさまの一日も早い復旧・復興を衷心よりお祈り申し上げます。

県知事表彰 会長表彰

五十嵐会長挨拶

会長感謝状 小中学生　ポスター・壁新聞表彰



地
内
に
は
、あ
ま
り
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。来
年
の
ホ
タ

ル
の
出
現
が
ど
う
な
る
か
心
配
で
あ
る
。

・
子
ど
も
達
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
。地
域
の
自
然
や
生
き

物
に
興
味
を
も
っ
て
欲
し
い
。

・
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
水
の
状
態
を
子
ど
も
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
施
団
体
名
　
舟
橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

　
村
の
米
と
特
産
物
を
利
用
し
、
ど
ら
焼
き
作
り
を
お
こ
な
う

事
で
子
供
達
の
食
育
に
対
す
る
知
識
の
向
上
を
は
か
る
。

事
業
の
概
要

　
お
米
に
つ
い
て
の
食
育
教
育
の
実
施
の
後
、
村
の
米
、
特
産
物

（
か
ぼ
ち
ゃ
）を
使
用
し
て
、「
ど
ら
焼
き
作
り
教
室
」を
お
こ
な
う
。

事
業
の
内
容

　
日
　
　
時
　
令
和
５
年
９
月
10
日

　
場
　
　
所
　
舟
橋
会
館
調
理
室

　
事
業
主
体
　
舟
橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
　
放
生
若
狭
屋

　
参
加
者
　
10
組
の
親
子

　
内
　
　
容

　
米
が
で
き
る
ま
で
の
農
家
の
苦
労
話

な
ど
、お
米
に
つい
て
の
食
育
教
室
を
舟

橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
実

施
し
た
。そ
の
後
、講
師
の
放
生
若
狭
屋

さ
ん
の
指
導
で
、米
粉
を
使
っ
た
ど
ら
焼

き
の
生
地
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
、

舟
橋
村
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
餡
と
小
豆
餡

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ど
ら
焼
き
を
お
い
し
く

食
べ
た
。

参
加
者
の
感
想

・
農
家
の
苦
労
が
わ
か
っ
た
。

・
米
粉
で
で
き
た
ど
ら
焼
き
が
美
味
し

か
っ
た
。

・
残
さ
ず
ご
飯
を
食
べ
た
い
。

事
業
の
成
果
・
課
題

　
参
加
者
が
食
の
大
事
さ
の
理
解
が
深
ま
っ

た
。ま
た
、
親
子
で
の
体
験
な
の
で
、
親
子
の

交
流
が
深
ま
り
よ
き
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　「
環
境
に
や
さ
し
く

　健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、令
和
5
年
11
月
11
日
㈯
午

後
1
時
30
分
よ
り
魚
津
市
の
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
会
長
の
開
会
の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続

い
て
富
山
県
知
事
（
知
事
代
理
・
有
賀
玲

子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元

開
催
市
で
あ
る
村
椿
晃
魚
津
市
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰（
厚
生
部
門

功
労
）と
し
て
、永
年
環
境
保
健
衛
生
に
尽

力
さ
れ
た
個
人
4
氏
と
1
団
体
の
表
彰
が

あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰

と
し
て
、個
人
の
部
21
名
、団
体
の
部
で
5

団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年
に
亘

り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
2
氏
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
関
す
る
壁
新
聞
・
ポ

ス
タ
ー
」の
部
で
は
、壁
新
聞
の
部
で
9
名

の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
15
名
の
小
中

学
生
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て

魚
津
市
の
窪
田
幸
二
氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
山
本
徹
富
山
県
議
会
議

長
、
久
保
田
満
宏
魚
津
市
議
会
議
長
の
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「『
笑
い
ヨ
ガ
』
で
心

も
身
体
も
健
や
か
に
〜
笑
っ
て
楽
し
む
健

康
習
慣
〜
」
と
題
し
て
、
富
山
医
療
生
活
協

同
組
合
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

施
設
長
・
理
学
療
法
士
　
染
谷
明
子
氏
か

ら
笑
い
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て「
工
業
高
校
生
が
学
び
、創
り
、伝

え
る
環
境
保
全
活
動
〜
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
新
し
い
環
境
教

育
材
料
の
提
案
〜
」
と
題
し
て
富
山
県
立
魚
津
工
業
高
等
学
校
か

ら
活
動
発
表
が
あ
っ
た
。

○
第
68
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
　
時
　
令
和
５
年
11
月
11
日
㈯

　
会
　
場
　
魚
津
市
新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
田
口
　
俊
雄
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

窪
田
　
幸
二
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
理
事

得
永
　
榮
治
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
顧
問

広
嶋
　
寿
雄
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会
長

団
体
　
金
山
新
桜
ケ
丘
町
内
会
（
富
山
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

前
　
理
　
事
　
山
口
　
邦
夫
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

元
常
任
理
事
　
平
井
　
丈
夫
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

県
連
会
長
表
彰

個
人内

上
　
　
衛
（
富
山
市
）
椀
澤
　
孝
信
（
氷
見
市
）

浅
野
　
　
覚
（
富
山
市
）
浜
野
　
敏
博
（
氷
見
市
）

出
田
　
繁
雄
（
富
山
市
）
越
田
　
令
子
（
氷
見
市
）

黒
部
　
　
明
（
富
山
市
）
藤
井
　
活
枝
（
砺
波
市
）

大
坂
　
龍
男
（
高
岡
市
）
上
田
　
幹
子
（
砺
波
市
）

向
井
　
武
司
（
高
岡
市
）
井
頭
い
く
井
（
南
砺
市
）

中
谷
　
俊
紀
（
高
岡
市
）
畠
中
　
昌
代
（
南
砺
市
）

舘
　
　
哲
也
（
魚
津
市
）
中
山
　
和
子
（
南
砺
市
）

萩
原
　
　
勉
（
舟
橋
村
）
藤
盛
　
明
子
（
南
砺
市
）

堀
　
　
　
達
（
射
水
市
）
清
見
小
夜
子
（
小
矢
部
市
）

藤
岡
　
　
宏
（
射
水
市
）

団
体福

岡
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加
納
地
区
（
氷
見
市
）

福
野
北
部
花
緑
愛
好
会
（
南
砺
市
）

安
室
農
地
環
境
組
合
（
南
砺
市
）

高
瀬
西
延
寿
会
（
南
砺
市
）

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

第
67
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

日
時
　
令
和
５
年
10
月
19
日
㈭

会
場
　
北
九
州
市
北
九
州
国
際
会
議
場

生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
井
上
　
文
男
（
富
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
原
　
克
巳
（
射
水
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沼
　
保
之
（
小
矢
部
市
）

　
次
に
大
会
宣
言
案
が
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
窪
田
美
子

副
会
長
か
ら
読
み
上
げ
提
案
が
あ
り
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
長
㔟
静
雄
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
氷
見
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
県
連
合
会
で
は
、平
成
30
年
よ
り
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。毎
月
30
日
と
15
日
に

冷
蔵
庫
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
食
材
を
使
い
き
る
、宴
会
の
最
初
30

分
と
終
わ
り
の
15
分
は
、食
事
を
楽
し
む
時
間
を
設
定
し
料
理
を

食
べ
き
る「
3
0
1
5
運
動
」
の
推
進
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
推

進
な
ど
に
取
り
く
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
、新
し
く「
て
ま
え
ど
り
」の
普
及
推
進
を
掲
げ
、

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
て
ま
え
ど
り
」は
、
昨
年
度
の
流
行

語
大
賞
の
ベ
ス
ト
10
に
も
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
馴
染

み
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物
の
時
に

「
す
ぐ
に
食
べ
る
な
ら
手
前
か
ら
」と
る「
て
ま
え
ど
り
」を
、県
民
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。是
非
、普
及
推
進
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、健
康
寿
命
の
延

伸
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。野
菜
の
摂
取
量
の
目
標
は
一
日

3
5
0g
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
富
山
県
で
は
、
約

1
0
0
g
一
皿
分
不
足
し
て
い
る
そ
う
で
す
。県
民
み
ん
な
で
、

あ
と
一
皿
野
菜
を
と
る
運
動
を
一
層
進
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
の
大
会
を
契
機
に
日
本
一
の
健
康
づ
く
り
、日
本
一
の
環

境
県
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
講
演
﹈

「「
笑
い
ヨ
ガ
」で
心
も
身
体
も
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
笑
っ
て
楽
し
む
健
康
習
慣
〜
」

富
山
医
療
生
活
協
同
組
合
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

　
　
　
　
　
　
　施
設
長
・
理
学
療
法
士
　染
谷
明
子
氏

　
染
谷
氏
は
、
日
本
笑
い
ヨ
ガ
協
会
講
師
で
も
あ
り
、
医
療
・
教

育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
で
す
。

　
始
め
に
基
本
動
作
で
あ
る
手
拍
子
と
か
け
声
と
深
呼
吸
の
練

習
を
し
て
、
身
体
と
心
の
準
備
を
整
え
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
主
運

動
の
始
ま
り
で
す
。

　
お
隣
さ
ん
と
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
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表

　彰

舟
橋
村「
ど
ら
焼
き
作
り
教
室
」活
動
報
告

三
世
代
環
境
保
健
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

小
矢
部
市「
藪
波
川
の
調
査
会
」活
動
報
告

実
施
団
体
名
　
小
矢
部
市
立
藪
波
公
民
館

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

・
地
区
内
を
流
れ
る
薮
波
川
の
水
質
調
査
を
通
じ
て
、
ホ
タ

ル
の
里
と
し
て
の
川
の
保
全
状
況
や
当
該
地
区
の
環
境

状
況
を
把
握
す
る
。

・
三
世
代
が
協
力
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち

の
地
域
の
自
然
を
大
切
に
す
る
心
情
を
育
む
。

事
業
の
概
要

薮
波
川
の
浅
地
・
安
養
寺
・
戸
久
地
内
、

3
ヶ
所
の
水
質
調
査

事
業
の
内
容

日
　
時
　
8
月
27
日
㈰
、10
月
15
日
㈰

場
　
所
　
薮
波
川
の
中
流（
浅
地
・
安
養

寺
地
内
）・
上
流（
戸
久
地
内
）

事
業
主
体

　
藪
波
公
民
館
お
や
べ
っ
子
教
室
　

薮
波
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
育
成
会
長
寿
会

保
健
衛
生
協
議
会

参
加
者

大
人
22
名
、子
供
7
名
合
計
29
名

参
加
者
の
感
想

〈
小
学
生
〉

・
川
エ
ビ
は
毎
回
た
く
さ
ん
い
る
が
、

他
の
生
き
物
は
、
去
年
や
一
昨
年
に

比
べ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。川
の
水
も
に
ご
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
心
配
だ
。

〈
役
　
員
〉

・
子
供
た
ち
が
、
生
き
物
の
つ
か
ま
え

方
や
水
質
調
査
の
方
法
を
互
い
に

教
え
合
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

事
業
の
成
果
・
課
題

・
上
流
の
戸
久
地
内
に
は
カ
ワ
ニ
ナ

が
い
た
が
、
中
流
の
浅
地
、
安
養
寺

言
葉
に
よ
る
笑
い
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
か
け
声
を
組
み
合
わ
せ
る

パ
タ
ー
ン
の「
笑
い
ヨ
ガ
」を
体
験
し
た
。

　
気
が
つ
く
と
、操
ら
れ
る
ま
ま
10
数
種
類

も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
お
り
、お
互

い
の
笑
い
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
伝
染
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、理
学
療
法
士
と
し
て
伝

え
た
い
こ
と
や
日
常
の
感
情
な
ど
が
取
り

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、笑
い
な
が
ら
健
康
で
快

適
な
生
活
習
慣
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
よ
う

な
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。

　
ひ
た
す
ら
笑
い
、心
が
通
じ
合
う
喜
び
を

味
わ
い
、
気
分
爽
快
へ
と
導
か
れ
て
、
幸
せ

な
気
分
に
な
っ
た
。

﹇
活
動
発
表
﹈

｢工
業
高
校
生
が
学
び
、創
り
、伝
え
る
環
境
保
全
活
動

　
〜
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
新
し
い
環
境
教
材
の
提
案
〜
｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
立
魚
津
工
業
高
等
学
校

１
．地
域
資
源
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
を
利
活
用
し
た

　
光
機
能
性
材
料
の
開
発

　
魚
津
で
は
バ
イ
貝
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、貝
殻
は
利

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。そ
こ
に
着
目
し
、
貝
殻
を
活
用
し
て
酸
化

チ
タ
ン
複
合
微
粒
子
を
調
整
し
、有
害
物
質
を
分
解
す
る
だ
け
で

な
く
、漁
業
用
の
器
具
に
海
洋
生
物
が
付
着
し
に
く
く
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
研
究
し
た
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　
研
究
成
果
は
学
会
で
評
価
さ
れ
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
環
境

化
学
会
の
第
17
回
高
校
環
境
化
学
賞
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

２
．環
境
教
育
推
進
委
員
会
の
環
境
保
全
活
動

　
当
校
で
は
環
境
講
演
会
を
開
催
し
、
そ

の
中
で
生
徒
の
環
境
保
全
活
動
の
紹
介

も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、
地
域
の
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
地
域
で
の
活
動
に
役

立
て
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
３
月
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
回
収
し
た
海
洋
ご
み
を
情
報
環

境
科
や
環
境
科
学
部
の
生
徒
に
よ
っ
て

成
分
分
析
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
第
28

回
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞
企
画
・

研
究
推
進
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

有賀厚生部長村椿魚津市長地球温暖化防止活動に関する壁新聞・ポスター
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地
内
に
は
、あ
ま
り
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。来
年
の
ホ
タ

ル
の
出
現
が
ど
う
な
る
か
心
配
で
あ
る
。

・
子
ど
も
達
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
。地
域
の
自
然
や
生
き

物
に
興
味
を
も
っ
て
欲
し
い
。

・
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
水
の
状
態
を
子
ど
も
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
施
団
体
名
　
舟
橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

　
村
の
米
と
特
産
物
を
利
用
し
、
ど
ら
焼
き
作
り
を
お
こ
な
う

事
で
子
供
達
の
食
育
に
対
す
る
知
識
の
向
上
を
は
か
る
。

事
業
の
概
要

　
お
米
に
つ
い
て
の
食
育
教
育
の
実
施
の
後
、
村
の
米
、
特
産
物

（
か
ぼ
ち
ゃ
）を
使
用
し
て
、「
ど
ら
焼
き
作
り
教
室
」を
お
こ
な
う
。

事
業
の
内
容

　
日
　
　
時
　
令
和
５
年
９
月
10
日

　
場
　
　
所
　
舟
橋
会
館
調
理
室

　
事
業
主
体
　
舟
橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
　
放
生
若
狭
屋

　
参
加
者
　
10
組
の
親
子

　
内
　
　
容

　
米
が
で
き
る
ま
で
の
農
家
の
苦
労
話

な
ど
、お
米
に
つい
て
の
食
育
教
室
を
舟

橋
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
実

施
し
た
。そ
の
後
、講
師
の
放
生
若
狭
屋

さ
ん
の
指
導
で
、米
粉
を
使
っ
た
ど
ら
焼

き
の
生
地
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
、

舟
橋
村
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
餡
と
小
豆
餡

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ど
ら
焼
き
を
お
い
し
く

食
べ
た
。

参
加
者
の
感
想

・
農
家
の
苦
労
が
わ
か
っ
た
。

・
米
粉
で
で
き
た
ど
ら
焼
き
が
美
味
し

か
っ
た
。

・
残
さ
ず
ご
飯
を
食
べ
た
い
。

事
業
の
成
果
・
課
題

　
参
加
者
が
食
の
大
事
さ
の
理
解
が
深
ま
っ

た
。ま
た
、
親
子
で
の
体
験
な
の
で
、
親
子
の

交
流
が
深
ま
り
よ
き
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　「
環
境
に
や
さ
し
く

　健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、令
和
5
年
11
月
11
日
㈯
午

後
1
時
30
分
よ
り
魚
津
市
の
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
会
長
の
開
会
の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続

い
て
富
山
県
知
事
（
知
事
代
理
・
有
賀
玲

子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元

開
催
市
で
あ
る
村
椿
晃
魚
津
市
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰（
厚
生
部
門

功
労
）と
し
て
、永
年
環
境
保
健
衛
生
に
尽

力
さ
れ
た
個
人
4
氏
と
1
団
体
の
表
彰
が

あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表
彰

と
し
て
、個
人
の
部
21
名
、団
体
の
部
で
5

団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年
に
亘

り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
2
氏
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
関
す
る
壁
新
聞
・
ポ

ス
タ
ー
」の
部
で
は
、壁
新
聞
の
部
で
9
名

の
小
学
生
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
15
名
の
小
中

学
生
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て

魚
津
市
の
窪
田
幸
二
氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
山
本
徹
富
山
県
議
会
議

長
、
久
保
田
満
宏
魚
津
市
議
会
議
長
の
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「『
笑
い
ヨ
ガ
』
で
心

も
身
体
も
健
や
か
に
〜
笑
っ
て
楽
し
む
健

康
習
慣
〜
」
と
題
し
て
、
富
山
医
療
生
活
協

同
組
合
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

施
設
長
・
理
学
療
法
士
　
染
谷
明
子
氏
か

ら
笑
い
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て「
工
業
高
校
生
が
学
び
、創
り
、伝

え
る
環
境
保
全
活
動
〜
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
新
し
い
環
境
教

育
材
料
の
提
案
〜
」
と
題
し
て
富
山
県
立
魚
津
工
業
高
等
学
校
か

ら
活
動
発
表
が
あ
っ
た
。

○
第
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日
　
時
　
令
和
５
年
11
月
11
日
㈯

　
会
　
場
　
魚
津
市
新
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
田
口
　
俊
雄
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

窪
田
　
幸
二
　
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
理
事

得
永
　
榮
治
　
小
矢
部
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
顧
問

広
嶋
　
寿
雄
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会
長

団
体
　
金
山
新
桜
ケ
丘
町
内
会
（
富
山
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

前
　
理
　
事
　
山
口
　
邦
夫
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

元
常
任
理
事
　
平
井
　
丈
夫
　
富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会

県
連
会
長
表
彰

個
人内

上
　
　
衛
（
富
山
市
）
椀
澤
　
孝
信
（
氷
見
市
）

浅
野
　
　
覚
（
富
山
市
）
浜
野
　
敏
博
（
氷
見
市
）

出
田
　
繁
雄
（
富
山
市
）
越
田
　
令
子
（
氷
見
市
）

黒
部
　
　
明
（
富
山
市
）
藤
井
　
活
枝
（
砺
波
市
）

大
坂
　
龍
男
（
高
岡
市
）
上
田
　
幹
子
（
砺
波
市
）

向
井
　
武
司
（
高
岡
市
）
井
頭
い
く
井
（
南
砺
市
）

中
谷
　
俊
紀
（
高
岡
市
）
畠
中
　
昌
代
（
南
砺
市
）

舘
　
　
哲
也
（
魚
津
市
）
中
山
　
和
子
（
南
砺
市
）

萩
原
　
　
勉
（
舟
橋
村
）
藤
盛
　
明
子
（
南
砺
市
）

堀
　
　
　
達
（
射
水
市
）
清
見
小
夜
子
（
小
矢
部
市
）

藤
岡
　
　
宏
（
射
水
市
）

団
体福

岡
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加
納
地
区
（
氷
見
市
）

福
野
北
部
花
緑
愛
好
会
（
南
砺
市
）

安
室
農
地
環
境
組
合
（
南
砺
市
）

高
瀬
西
延
寿
会
（
南
砺
市
）

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

第
67
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

日
時
　
令
和
５
年
10
月
19
日
㈭

会
場
　
北
九
州
市
北
九
州
国
際
会
議
場

生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
井
上
　
文
男
（
富
山
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
原
　
克
巳
（
射
水
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沼
　
保
之
（
小
矢
部
市
）

　
次
に
大
会
宣
言
案
が
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
窪
田
美
子

副
会
長
か
ら
読
み
上
げ
提
案
が
あ
り
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
長
㔟
静
雄
魚
津
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
氷
見
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
県
連
合
会
で
は
、平
成
30
年
よ
り
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

重
点
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。毎
月
30
日
と
15
日
に

冷
蔵
庫
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
食
材
を
使
い
き
る
、宴
会
の
最
初
30

分
と
終
わ
り
の
15
分
は
、食
事
を
楽
し
む
時
間
を
設
定
し
料
理
を

食
べ
き
る「
3
0
1
5
運
動
」
の
推
進
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
推

進
な
ど
に
取
り
く
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
、新
し
く「
て
ま
え
ど
り
」の
普
及
推
進
を
掲
げ
、

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
て
ま
え
ど
り
」は
、
昨
年
度
の
流
行

語
大
賞
の
ベ
ス
ト
10
に
も
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
馴
染

み
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物
の
時
に

「
す
ぐ
に
食
べ
る
な
ら
手
前
か
ら
」と
る「
て
ま
え
ど
り
」を
、県
民
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。是
非
、普
及
推
進
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、健
康
寿
命
の
延

伸
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。野
菜
の
摂
取
量
の
目
標
は
一
日

3
5
0g
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
富
山
県
で
は
、
約

1
0
0
g
一
皿
分
不
足
し
て
い
る
そ
う
で
す
。県
民
み
ん
な
で
、

あ
と
一
皿
野
菜
を
と
る
運
動
を
一
層
進
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
の
大
会
を
契
機
に
日
本
一
の
健
康
づ
く
り
、日
本
一
の
環

境
県
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
講
演
﹈

「「
笑
い
ヨ
ガ
」で
心
も
身
体
も
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
笑
っ
て
楽
し
む
健
康
習
慣
〜
」

富
山
医
療
生
活
協
同
組
合
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

　
　
　
　
　
　
　施
設
長
・
理
学
療
法
士
　染
谷
明
子
氏

　
染
谷
氏
は
、
日
本
笑
い
ヨ
ガ
協
会
講
師
で
も
あ
り
、
医
療
・
教

育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
で
す
。

　
始
め
に
基
本
動
作
で
あ
る
手
拍
子
と
か
け
声
と
深
呼
吸
の
練

習
を
し
て
、
身
体
と
心
の
準
備
を
整
え
て
か
ら
、
い
よ
い
よ
主
運

動
の
始
ま
り
で
す
。

　
お
隣
さ
ん
と
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る

第
68
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
開
く

表

　彰

舟
橋
村「
ど
ら
焼
き
作
り
教
室
」活
動
報
告

三
世
代
環
境
保
健
衛
生
活
動
モ
デ
ル
事
業

小
矢
部
市「
藪
波
川
の
調
査
会
」活
動
報
告

実
施
団
体
名
　
小
矢
部
市
立
藪
波
公
民
館

事
業
の
目
的
・
ね
ら
い

・
地
区
内
を
流
れ
る
薮
波
川
の
水
質
調
査
を
通
じ
て
、
ホ
タ

ル
の
里
と
し
て
の
川
の
保
全
状
況
や
当
該
地
区
の
環
境

状
況
を
把
握
す
る
。

・
三
世
代
が
協
力
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち

の
地
域
の
自
然
を
大
切
に
す
る
心
情
を
育
む
。

事
業
の
概
要

薮
波
川
の
浅
地
・
安
養
寺
・
戸
久
地
内
、

3
ヶ
所
の
水
質
調
査

事
業
の
内
容

日
　
時
　
8
月
27
日
㈰
、10
月
15
日
㈰

場
　
所
　
薮
波
川
の
中
流（
浅
地
・
安
養

寺
地
内
）・
上
流（
戸
久
地
内
）

事
業
主
体

　
藪
波
公
民
館
お
や
べ
っ
子
教
室
　

薮
波
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
育
成
会
長
寿
会

保
健
衛
生
協
議
会

参
加
者

大
人
22
名
、子
供
7
名
合
計
29
名

参
加
者
の
感
想

〈
小
学
生
〉

・
川
エ
ビ
は
毎
回
た
く
さ
ん
い
る
が
、

他
の
生
き
物
は
、
去
年
や
一
昨
年
に

比
べ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。川
の
水
も
に
ご
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
心
配
だ
。

〈
役
　
員
〉

・
子
供
た
ち
が
、
生
き
物
の
つ
か
ま
え

方
や
水
質
調
査
の
方
法
を
互
い
に

教
え
合
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

事
業
の
成
果
・
課
題

・
上
流
の
戸
久
地
内
に
は
カ
ワ
ニ
ナ

が
い
た
が
、
中
流
の
浅
地
、
安
養
寺

言
葉
に
よ
る
笑
い
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
か
け
声
を
組
み
合
わ
せ
る

パ
タ
ー
ン
の「
笑
い
ヨ
ガ
」を
体
験
し
た
。

　
気
が
つ
く
と
、操
ら
れ
る
ま
ま
10
数
種
類

も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
お
り
、お
互

い
の
笑
い
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
伝
染
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、理
学
療
法
士
と
し
て
伝

え
た
い
こ
と
や
日
常
の
感
情
な
ど
が
取
り

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、笑
い
な
が
ら
健
康
で
快

適
な
生
活
習
慣
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
よ
う

な
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。

　
ひ
た
す
ら
笑
い
、心
が
通
じ
合
う
喜
び
を

味
わ
い
、
気
分
爽
快
へ
と
導
か
れ
て
、
幸
せ

な
気
分
に
な
っ
た
。

﹇
活
動
発
表
﹈

｢工
業
高
校
生
が
学
び
、創
り
、伝
え
る
環
境
保
全
活
動

　
〜
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
新
し
い
環
境
教
材
の
提
案
〜
｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
立
魚
津
工
業
高
等
学
校

１
．地
域
資
源
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
を
利
活
用
し
た

　
光
機
能
性
材
料
の
開
発

　
魚
津
で
は
バ
イ
貝
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、貝
殻
は
利

活
用
さ
れ
て
い
な
い
。そ
こ
に
着
目
し
、
貝
殻
を
活
用
し
て
酸
化

チ
タ
ン
複
合
微
粒
子
を
調
整
し
、有
害
物
質
を
分
解
す
る
だ
け
で

な
く
、漁
業
用
の
器
具
に
海
洋
生
物
が
付
着
し
に
く
く
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
研
究
し
た
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　
研
究
成
果
は
学
会
で
評
価
さ
れ
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
環
境

化
学
会
の
第
17
回
高
校
環
境
化
学
賞
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

２
．環
境
教
育
推
進
委
員
会
の
環
境
保
全
活
動

　
当
校
で
は
環
境
講
演
会
を
開
催
し
、
そ

の
中
で
生
徒
の
環
境
保
全
活
動
の
紹
介

も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、
地
域
の
方
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
地
域
で
の
活
動
に
役

立
て
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
３
月
、
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
回
収
し
た
海
洋
ご
み
を
情
報
環

境
科
や
環
境
科
学
部
の
生
徒
に
よ
っ
て

成
分
分
析
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
第
28

回
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
教
育
賞
企
画
・

研
究
推
進
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

有賀厚生部長村椿魚津市長地球温暖化防止活動に関する壁新聞・ポスター

（3） （2）



日
　
時
　
令
和
5
年
10
月
25
日
㈬

10
時
〜
16
時

集
　
合
　
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施

設
う
る
お
い
館
多
目
的

ホ
ー
ル

参
加
者
　
環
境
専
門
部
会
部
員
、会

報
委
員
、県
連
役
員
15
名

日
　
程

①
開
会
挨
拶
　五
十
嵐
　務
会
長

②
講
話「
入
善
町
の
ご
み
処
理

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

入
善
町
生
活
環
境
課
職
員
　
講
師
　
寺
島
　
貴
大
主
任

③
中
央
再
生
広
場
の
見
学（
入
善
町
に
は
、6
箇
所
の
再
生
広
場
が
あ
る
）

④
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

　
入
善
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン
ド
合
同
会
社
に
て

　
　
講
師
　
株
式
会
社
ウェン
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン

取
締
役
統
括
部
長
　
進
藤
　
孝
志
　
様

⑤
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
ご
み
処
理
施
設
「
エ
コ
ポ
〜
ト
」  

（
朝
日
町
三
枚
橋
）

⑥
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
粗
大
ご
み
処
理
施
設（
黒
部
市
宮
沢
）

　
　「
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
」と「
新
最
終
処
分
場
」

　
10
月
9
日（
祝
・
月
）、南
砺
市
環
境
保
健
協

議
会
が
主
催
で
「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」

が
小
矢
部
川
公
園
で
行
わ
れ
、18
チ
ー
ム
81
人

が
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　「
ス
ポ
G
O
M
I
」は
、3
〜
5
人
が
1
チ
ー

ム
と
な
り
、決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
1
時
間

に
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や
量
で
ポ
イ
ン
ト
を

競
い
ま
す
（
燃
え
る
ご
み
は
1
0
0
g
で
10

ポ
イ
ン
ト
な
ど
）。日
本
発
祥
の
エ
コ
な
ス

ポ
ー
ツ
で
、
清
掃
活
動
に「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
」を
融
合
さ
せ
、「
楽
し
み
な
が
ら
社
会
貢
献

第68回富山県環境保健衛生大会

「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」開
催

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
!

編

集

後

記

編

集

後

記

第68回富山県環境保健衛生大会

環
境
専
門
部
会
報
告

入
善
沖
洋
上
風
力
発
電
施
設
と

　
入
善
町
の
ご
み
処
理
視
察
研
修
会

「
ス
ポ
G
O
M
I
in
な
ん
と
」開
催

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
!
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活
動
」が
で
き
る
と
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
雨
上
が
り
の
涼
し
い
天
候
の
中
、
各

チ
ー
ム
優
勝
を
目
指
し
て
小
矢
部
川
公
園

周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。18

チ
ー
ム
が
1
時
間
で
拾
っ
た
ご
み
の
総
量

は
約
74
㎏
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
高
か
っ
た
上

位
3
チ
ー
ム
に
は
賞
状
と
S
D
G
s
グ
ッ

ズ
な
ど
の
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
ご
み
拾
い
は

ス
ポ
ー
ツ
だ
!
」
の
か
け
声
と
と
も
に
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
末
、
２
０
２
３
年
の
世
界
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
と

比
べ
て
1.4
度
上
昇
し
、
観
測
史
上
最
も
暑
い
年
に
な
っ
た
と
発

表
。２
０
１
５
年
の「
パ
リ
協
定
」で
採
択
さ
れ
た「
1.5
度
以
内
」に

抑
え
る
と
い
う
世
界
目
標
が
早
く
も
崩
れ
か
け
て
き
て
い
る
。

　
世
界
各
国
で
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
努
力
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、異
常
気
象
が
頻
発
し
、削
減
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

だ
。２
０
１
４
〜
２
３
の
10
年
間
に
平
均
気
温
は
1.2
度
上
昇
。地

球
が
わ
ず
か
1.2
度
上
昇
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
異
常
気
象
が

頻
発
す
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、Ｅ
Ｕ
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
逆
行
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。イ
ギ
リ
ス
で
は
ガ
ソ
リ
ン
車

販
売
禁
止
時
期
を
５
年
延
期
。フ
ラ
ン
ス
で
は
石
炭
火
力
発
電

の
再
開
。ド
イ
ツ
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
緩
和
…
。　

　
こ
れ
で
は
各
国
が
策
定
し
た
２
０
３
０
年
の
排
出
量
削
減
目

標
に
は
到
底
及
ば
な
い
。途
上
国
の
模
範
と
な
る
べ
く
Ｅ
Ｕ
諸

国
が
地
球
環
境
保
全
よ
り
目
先
の
経
済
を
優
先
し
よ
う
と
し
て

い
る
。今
後
、
異
常
気
象
に
よ
る
洪
水
や
山
火
事
が
多
発
し
、
南

太
平
洋
の
島
々
で
は
海
面
上
昇
に
よ
る
水
没
の
危
機
が
さ
ら
に

高
ま
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
は
古
来
、自
然
を
神
と
し
て
崇
め
、敬
い
自
然
と
共
に

暮
ら
し
て
き
た
。そ
し
て
幾
多
の
自
然
災
害
も
克
服
し
て
き
た
。

今
こ
そ
Ｅ
Ｕ
に
替
わ
り
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
温
暖
化

防
止
に
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。　（
広
嶋
記
）

事務組合にて説明

新最終処分場にて、屋根付の最新鋭の最
終処分場で外部への埋立物の飛散や臭気
による環境への悪影響が無く、雨や雪の
天候にも影響されることも無いとの説明

エコポ～トでは、焼却で発生する熱エネ
ルギーは、隣接の朝日町環境ふれあい施
設らくち～の風呂や温水プール、冷暖房
に利用している

事務組合にて説明

中央制御室にて、クレーンを操作しゴミを
混ぜている

入善洋上風力発電所は、入善町沖（横
山海岸）678メートル～938メートル
に設置され出力3千キロワット級の風
車3基で、一般家庭約3600世帯分が
9月中旬より稼働中

海岸にて洋上風力発電の説明

中央再生広場を見学 1

中央再生広場を見学 2 町の環境の取組みについて説明を受ける

入善マリンウィンド合同会社の事務
所にて説明

　このたびの能登半島地震で犠牲となられた方々のご冥福を心よりお祈り申し
上げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。被災
地域のみなさまの一日も早い復旧・復興を衷心よりお祈り申し上げます。

県知事表彰 会長表彰

五十嵐会長挨拶

会長感謝状 小中学生　ポスター・壁新聞表彰


